
※花粉親とは、交配に用いた花粉の採取元である父親株の こと。

一方、母親株のことを種子親という。 
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県農業試験場では、県育成品種の権利を保護するため、ＤＮＡ鑑定による品種識別技術   の開発を進め

ています。この過程で、ぶどう「ナガノパープル」を鑑定した結果、花粉親   が「ロザリオビアンコ」ではなく、

「リザマート」であることが明らかになりました。  

 


